職務経歴書
        		20ｘｘ年ｘ月ｘ日現在
氏名：●●　●●

■　職務概要
	大手製造業およびグローバル工場・物流拠点を対象に、工程設計・生産性改善・サプライチェーン最適化・自動化/IoT導入を中心としたオペレーション改革に従事。現状分析、課題構造化、ライン/設備設計、WMS・IoT システム要件定義、改善施策の落とし込みまでを一貫して担当してきた。工場・物流センターの生産性向上、リードタイム短縮、設備稼働率向上を実現し、改善策の定着まで主導してきた点を強みとする。



■　職務経歴
勤務先名：○○アドバイザリー＆コンサルティング株式会社　　　　　　　　　　（勤務期間：20〇〇社年ｘ月～現在）
◆事業内容：会計・財務領域を中心とした経営管理高度化支援／経理DX・EPM導入／ERP導入支援／内部統制・会計基準対応
◆資本金：ｘｘｘ百万円　　　　　◆売上高：ｘｘ百万円　　　　　◆従業員数：ｘｘ名
	期間
	業務内容

	20〇年ｘ月
　　　～
現在


	部署名：オペレーション・トランスフォーメーション部

　　　　　　　　

	
	【担当職務】　
●生産・工程設計領域
• 工場の工程分析（IE）および生産ライン再設計
• 生産性・稼働率向上に向けた課題構造化と改善施策立案
• 設備導入（AGV/自動倉庫/ロボティクス等）の要件定義・投資効果分析
●サプライチェーン／物流領域
• 倉庫・物流センターのレイアウト設計、入出荷・在庫プロセスの最適化
• WMS改修・自動化導入に向けた要件定義、現場運用整理
• 配送スキーム見直し・在庫配置最適化など、サプライチェーン全体を踏まえたリードタイム短縮施策の設計
●DX／システム領域
• IoT 活用による工程可視化、データ基盤整備
• シミュレーション（Digital Twin 等）を活用した改善策の検証
• 現場定着を見据えた運用フロー整備・教育
【実績・成果】
• 工場の生産ライン再設計により、生産性を 20〜35%向上、設備稼働率の大幅改善を実現
• 自動倉庫・AGV導入により、ピッキング動線を削減し、工数15〜30%削減
• 物流センターのレイアウト設計刷新により、在庫回転率向上・出荷能力向上を達成
• IoT・シミュレーション活用により、現場課題の可視化と改善施策の精度向上に貢献
• SCM全体のプロセス標準化により、複数拠点間の生産・物流オペレーションの均質化を実現





■　保有資格・スキル
【資格】
· フォークリフト運転技能講習修了
· 普通自動車第一種免許

【スキル】
· 工程分析（IE）、レイアウト設計、物流改善
· 設備導入（自動倉庫、AGV、ロボティクス等）
· SCM改善（在庫管理、配送スキーム設計）
· WMS要件定義、改善・改修支援
· データ分析（実績データ・稼働データの分析）
· CAD（AutoCAD／JwCAD）
· Excel（業務改善、集計・分析、簡易ツール作成）

■　自己PR
製造業のオペレーション改革において、実データに基づいた課題分析から、工程・設備の改善策立案、DX施策の検討、現場定着まで一貫して支援してきた点が私の強みです。 例えば、生産ラインの再設計では、工程の可視化・負荷分析・動線分析を行い、設備配置や作業フローを再構築することで、生産性向上と安定稼働を両立しました。また、自動倉庫やAGV導入プロジェクトでは、要件定義から運用設計、現場教育までを担当し、改善施策が定着する運用レベルまで落とし込んできました。 製造・品質・保全・物流・ITなど多様な関係者との調整を通じて、現場と経営の両方が納得できる改善案を“実装可能な計画”に落とし込み、現場が継続的に運用できる状態まで設計することを重視しています。 今後も、工程設計・SCM・DXの知見を活かし、製造業の競争力強化に貢献していきたいと考えています。
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